
貧  血  検  査

■検査場所 学校の施設・備品をお借りしますのでご協力をお願いいたします。

事前登録 検診前に属性情報の登録が必要となります。  

■検査項目
血色素量（Hb）・血球容積（Ht）・赤血球数（RBC）

●　赤血球恒数（MCH・MCV・MCHC）は、血色素量 (Hb)、血球容積 (Ht)、赤血球数 (RBC) より
　　計算で求めます。
●　白血球数（WBC）・血清鉄（Fe）・総鉄結合能（TIBC）・フェリチンなどを追加することができます。
●　通常の採血量は2ml（採血管1本）、血清鉄などを追加する場合はもう1本（3ml）追加となります。

■検査について 児童・生徒の皆さんへあらかじめご指導をお願いいたします。

■検査資材 特に必要ございません。
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●　採血時に具合が悪くなった事があるか保護者に確認し、当日お知らせください。
●　健診前日は十分な睡眠をとるなど、体調管理へ配慮をお願いします。　
●　袖口のゆったりした服装でお願いします。
●　安全に行うために看護師が血管の状態の良い腕を選びます。
●　採血により、内出血・腫れ・痛み・しびれ、迷走神経反射（冷汗・めまい・意識消失など）が起こる
　　場合があります。安全のため、採血後に５分間程度の圧迫止血と安静にご協力ください。
●　採血が困難と判断した場合（嫌がる・動く・泣く・血管選択が困難など）、安全を最優先し採血を中止
　　する場合があります（再採血の場合も同様となります）。

●　検査のためにお部屋と長机・椅子をお借りいたします。必要数は事前にご連絡します。
●　寒冷時には暖房などの配慮をお願いします。また、血管が見えにくい場合には腕を温めるお湯などの
　　準備をお願いいたします。

※１万～１０万人に１人の割合で神経に針が触れてしまい、しびれ、痛みなどが続くことがありますが、ほとんどが数週間で
　消失します。これらの症状が起きた際は看護師にお知らせください。


